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研究成果の概要（和文）：【背景と目的】精神障害者の就労環境は厳しく、挫折体験を持つ当事
者は多い(2009 年中戸川他)。一方精神障害者の就労に関する家族の想いを調査した研究は少な
い。そこで精神障害者の就労に関する家族の想いを調査し看護援助への示唆を得たいと考えた。
【方法】家族会メンバーを対象とした参加観察とインタビューによる質的研究。 
データ収集期間：2009 年 12 月～2010 年 6 月。研究参加者：父母 3名。 
【結果・結論】研究参加者は、「一人前になって欲しい」という親心から、働くことに向き合え
ない子どもに腹立たしさ・焦りを感じていた。しかし子どもにも働きたいという想いがあり「子
どもなりの活動と挫折の繰り返し」を体験していたことを知り、「親として就労より生活維持を
優先してほしい」という想いに変わっていった。このような就労への期待とそれを阻む問題・
諦めざるをえない葛藤状況への想いを充分に受け止めた情緒的な支援の必要性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：Background and Aims: Mentally handicapped individuals face many 
difficulties while working; they also encounter many failures and setbacks. (Nakatogawa 
et al., 2009). Few studies have investigated the feelings of the family regarding the 
working of a mentally handicapped individual in their family. Therefore, we evaluated 
the views of the families in order to identify solutions for nursing support for mentally 
handicapped individuals. 
Methods: December 2009 to June 2010, a qualitative study was conducted based on the 
interviews and observations of three family society members (1 father and 2 mothers). 
Results and Conclusions: All participants wanted their children to be fully- independent 
and full-fledged adults while their children could not cope with their lack of work. 
Although they loved their children, the parents felt irritated and impatient. However, 
their views have gradually changed when they noticed their children had experienced their 
work with repeated failure. They began thinking about placing the priority on maintaining 
their daily life over their work. This study suggested the necessity of emotional support 
to the families of the mentally handicapped. This support should be based on the 
understanding the parent&rsquo conflict and the gap between their expectation of their 
children&rsquo work and the underlying problems which may sometimes lead to quit their 
job-hunting unwillingly. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、地域における精神障害者を取り巻く
就労支援は、「障害者の雇用の促進等に関す
る法律」の改正や「障害者自立支援法」廃止
の動きに伴い変遷の時期にある（精神保健福
祉白書、2011）１）。一方、厚生労働省の 2008
年の患者調査によると精神科病院に入院中
の患者は約 31.5 万人、うち 7 万人が社会的
入院となっている。 

研究者らは、精神障害者を対象に「働く動
機を支える想い」に焦点を当てた研究（中戸
川ら，2009）２）を行い「家族の支え」が精神
障害者の働く動機を支える一つの要素とな
っていること、精神障害者が継続的に就労に
就くためには家族の心理的な支援が必要で
あることを報告した。 
しかし、これまでの研究では精神障害者の

就労を支えている家族の想いを明らかにし
た質的研究はほとんど見当たらない。 

そこで今回は精神障害者の社会復帰を促
進させる環境を作る上で最も重要であると
考えられる家族に焦点を当て、精神障害者を
抱える家族の苦悩・経験を明らかにし、具体
的な社会復帰に向けての支援のあり方につ
いて考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究では、精神障害者を抱える家族の抱
く「精神障害者が就労すること」への想いと
その変化の過程を明らかにし、家族が抱く
「就労」への想いをふまえた看護援助への示
唆を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）データ収集場所の概要 

Ａ市内の家族会で、会員数は 56 名、賛助
会員は 365 名である。主な活動は、①総会（年
度初め）、②例会（月一回）、③役員会（月一
回）・おしゃべり会（月一回）④県・市家族
会連合会等への参加、⑤請願・陳情・要望活
動などである。「おしゃべり会」では、会員
の方々が、家族会で販売している自主製品を
作りながら、自由におしゃべりを楽しんだり
悩み事を相談したりしていた。自主製品に関
しては、地域のイベントに参加して、その売
り上げを、親亡き後の子どものために使いた
いと、家族会の口座に貯金をしていた。 

おしゃべり会や例会の参加者は、毎回 20
名ほどであった。会員の平均年齢は 60 代半

ばであり９割が親の立場、その他に兄弟や伴
侶の立場などであった。家族の疾患は、主に
統合失調症で、その他にうつ病や神経症であ
った。 
 

（2）データ収集期間 
2009 年 12 月～2010 年 6月（全 20 回・1回

4～8時間） 
 
（3）研究参加者 
研究の主旨に同意し研究参加への承諾を

得られた家族３名を対象とした。父親の立場
1名、母親の立場 2名であった。 
 
（4）データ収集方法 
参加観察法およびインタビューにより情

報収集をした。家族会活動に参加しながら、
家族会の活動の様子やメンバー同士の関係
などを観察した。これはレイニンガー
（Leininger）３）が示す４段階の観察者の役
割のうち「ある程度観察もするが参加が主」
という立場である。 
インタビューは非構成的方法で各々の研

究参加者につき 30 分～1 時間 30 分程度複数
回実施した。インタビュー内容は、研究参加
者の家庭、職場、対人関係等の社会生活場面
やその状況、「精神障害者が就労すること」
について、どのような想いを抱いてきたか、
それはどのように変化したのかなどである。 

同時に研究参加者の表情・態度などの非言
語的反応を含め、フィールドノーツに記述し
逐語録を作成した。 

 
（5）分析方法 
フィールドノーツの読み合わせを行い、精

神障害者の家族が抱く就労への想いに関連
する内容を抽出した。その内容を分類し、
個々人の「働くことへの想い」に焦点をあて
て分析し考察した。 
データの読み取りや分析の偏りを防ぐた

め、これらの一連の過程を通して定期的に質
的記述的研究に熟達した精神看護学を専門
とする研究協力者によるスーパーバイズを
受けた。 
   
（6）倫理的配慮 
研究参加者には研究の趣旨と方法を説明

し、本研究への参加は自由意思であること、
語りたくない内容は無理に語らなくてもよ



a.父親の男としての期待 いこと、得られたデータは研究以外での使用
はせず、匿名性が保たれること、公表時には
許可を得ることなどを説明した。収集したデ
ータを研究参加者に開示し、研究に使用不可
能なデータの確認を研究参加者全員に行っ
た。また、その際、データの訂正や補足を受
けた。本研究は、愛知県立大学研究倫理審査
委員会の審査を受け承認を得た。 

Ａ氏は、大学卒業後定年まで大企業で働い
てきた人である。 
息子は、子どものころから親が感心するほ

ど優しい子だった。そのため福祉の道などが
息子には合っているのではないかと思い、話
し合って、大学は福祉科を専攻した。自分を
生かした職に就けるようにレールを引いて
やりたいという親心が窺えた。 なおインタビューの際には再度、研究の目

的と研究参加者の権利について説明し、研究
参加およびインタビューの録音の同意を得
た。インタビューの場所と時間はプライバシ
ーと心地よさが保証されるように、参加者の
希望を尊重した。 

しかし、息子は大学生の頃統合失調症を発
症していたため、卒業後就職しなかった。Ａ
氏は、この病気のことがよく分からず、「や
っぱり、もう、卒業の時期になると、働いて、
自分の生活はせな、あかん、と、思うじゃん
か、親いうものは、男の子には、特に、そう、
思うものだよ、ったら、わし、めちゃくちゃ
なことやった、と、思うんだ、働らかざるも
の食うべからず、ね、でま、１年や 2年は我
慢するんだ、ね、1 年や 2 年は、で、やりた
いこと、やらしたんだけど、まぁ、24 か 26
くらいになったら、そろそろ、考えな、あか
んでしょ、で、そうやって、子どもを追い詰
めたん、就労して、生きてかな、あかんがね」
と、『父親としての就労への期待』、『一人前
になってほしい』という想い等【父親の男と
しての期待】から息子を追い詰めた現実が語
られた。 

 
４．研究成果 
（1） 結果 
① 研究参加者の属性 

研究参加者 3名は、統合失調症を患った息
子の親で、父親 1名、母親 2名であった。年
齢は 60 歳代～70 歳代であった。彼らの息子
は皆、現在までの間に、一般就労やアルバイ
トによる就労体験があった。そして、そのこ
とへの挫折体験もしていた。（表１参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
b.親の力だけではどうにもならない無力感 
この状況をＡ氏は、「追い詰めたんだよね、

結局はね、おれが、ね、追い詰めたんだよ、
だから、彼も、アルバイトやったりして、挑
戦してね、で、倒れて、それで、再発もした
んだろうな」と【息子なりの活動と挫折の繰
り返し】をしていたのだと後になって感じた
と辛そうに語った。息子は、調子の悪さを感
じ、クリニックを受診していたが、Ａ氏は受
診の話を聞いても、何を甘えたこといってい
るのか、と取り合わなかった。『息子の辛さ
に寄り添えなかった』ことに関する後悔の気
持も語られた。 

 
 
② 精神障害を抱えた息子の就労に関する各

研究参加者の想い  
３名の研究参加者からは、就労に関する想

いと共に、息子が精神疾患を患ったことに対
する辛い体験や、困難感が語られたが、その
現実と向き合いながら就労を目指そうとす
る想いが多く語られた。 

Ａ氏は、就労しない息子を追い詰めたこと
に対し、何でもっと早く分かってあげなかっ
たのだろう、と『病気の理解が遅れたことへ
の罪悪感』など【息子に対する申し訳なさ】
から心を深く痛めていた。 

精神障害の息子の就労に関する親として
の想いを分析したところ、息子にどうにか働
いてほしいという就労への期待とそれを阻
む問題・諦めざるをえない状況についての葛
藤、そしてその想いを受け止めて行く過程に
ついて語られた。3 名のケースを紹介してい
く。 

また、病気への理解に関してＡ氏は、「親
がね、乗り越えなければならない問題とはね、
病気を理解したらそれでいいか、というとね、
今度ね、そのことによって、負を抱えるんだ
な、何が負かというとね、わが子が病気と障
害がある、ってことを、分かるって、これは、
不憫に思っちゃってね、だから、わが子を、
抱えるんだ、結局それが、その子の自立の妨
げになる」と『病気と障害があることを受け
止めざるを得ない』と語った。また、親が息
子を不憫に思い、これ以上我が子に無理をさ

 文中の【】はカテゴリー、『』はサブカテ
ゴリー、「」は研究参加者からの聴き取りの
内容を示した。また、精神障害を抱えた息子
の就労に関する家族の想いの変化の過程に
ついての関連図を図１に示した。 
 
A.父親としての期待とその後の反省・苦しみ 



せたり、何かに挑戦して失敗するようなこと
をさせたら傷つく、という想いが強くなり、
子どもを抱え込もうとする現実が語られた。
病気や障害があることで、子ども自身が持っ
ている生きる力を見いだすことがさらに難
しくなっているのではないかと考えられた。
さらに子どもがどうしたいのか、子どもの望
みを受け止める、ということを置き去りにし
てしまう危険性があると考えられる。『抱え
込むことが子どもの自立の妨げになる』のだ
が、そのことに親はなかなか気づけない、【病
気の理解に伴う苦痛】が示された。それは、
就労を妨げる要因となるものと考えられた。 
 
c.社会で支える仕組みをつくって欲しい 

不憫に感じ無理をさせたくないと思う一
方でＡ氏は、「親が我が子を不憫に思って、
就労は難しいとかね、そういうふうに決めつ
けちゃって、諦める、これも一つの悲劇で、
やっぱり、本人の気持ちが最優先だからね」
と『働きたいという望みを支えたい』という
アンビバレンツな想いが語られた。Ａ氏は、
「一週間に一回でも、二回でも、たとえ、1
時間でもいい、働く喜び、これをね、お金じ
ゃないんだわ、働く、という、喜び、で、働
いて、それで、200 円でも、300 円でも収入
があると・・・これはね、人間の尊厳にかか
わる問題だもん」と “息子の就労”に関す
る考え方が現在は異なってきていた。Ａ氏は
現在、息子が図書館に行ったり、地域活動支
援センターに出かけるのを見て『息子を見守
る』ようになり、【できることをしてほしい】
と思うようになった。【親として就労より生
活維持を優先してほしい】と考えていると同
時に、前述したように『働くことを体験させ
てあげたい』とも思っている。しかし、Ａ氏
は、社会の受け入れ態勢が充分でないと訴え、
『精神障害の特性を知ってほしい』、社会か
ら疎外されているような気分を味わい『支援
をうけているという実感がない』だろうと語
った。 
 新しいことに馴染むことが苦手な精神障
害者には、ゆるやかな居場所を用意しながら
『少しずつ次のステップに進める支援がほ
しい』『制度を変えて子どもの望みを叶えた
い』などと語り、精神障害者の就労を【社会
で支える仕組みをつくってほしい】という想
いを抱えながら、家族会活動に取り組んでい
た。反省から見いだしたこの姿勢が、Ａ氏の
支えの一つになっているように思われた。 
 
B.社会との距離が大きくなっていく息子に
対する不安 

a.親としての期待 
 息子は、高校を卒業して 10 年以上勤務し
ていた会社を突然退職し、その後 7年間、病
院にも行けず引きこもってしまった。仕事に

関して息子は、「働きたいけど働けないんだ」
と訴えていたとＢ氏は語った。【息子なりの
活動と挫折の繰り返し】を体験し息子も苦し
みを抱えていたようだとＢ氏は振り返って
いた。 
Ｂ氏は、実家が農家で子どもの頃から家業

を手伝い、働くことに関しては親から厳しく
しつけられてきた。そのため、働くこともせ
ずに家にいる息子に、何をやってかという腹
立たしさを感じ、またその時の息子に対する
言動を反省したりしていた。しかし社会との
距離を縮めることができない息子に対して、
再び働いて欲しい、何とか自分を取り戻して
欲しいという想いで悶悶と悩み、苦しんだと
語った。 
 
b.親なりの支えと限界 
苦しい状況から抜け出すきっかけとなっ

たのは、Ｂ氏が家族会と出会い保健所の相談
窓口から医療に繋げることができたことで
ある。しかし、開始された治療が合わなかっ
たため、【薬物療法への複雑な想い】を抱え、
薬物療法は受けないという判断を、息子を含
め家族皆で話し合って決めた。Ｂ氏は、「薬
を飲んでいないことについては、毎日悩んで
います。本当にこの選択でいいのかと。でも、
決めたことだものね。だから、その分、散歩
に行ったり、家の仕事したりでリハビリを一
緒にやっていかないと、って、夫と一緒にや
っています」と、夫と共に息子のリハビリに
取り組んでいる様子が語られ、生活の中には
多くの工夫が取りこまれていた。それは、“ご
飯を食べるためには働かなくてはいけない”
という考えのもと、『就労としての家事』を
念頭においたリハビリプログラムであった。
例えば、「買い物では、いくらあったらお願
いしたものが買えるのか、必要な額を息子に
考えてもらったりもしているの」とＢ氏は説
明し、また「家では、Ｂ家作業所と言ってい
るの。働いてもらった分、今まではお小遣い
として月 7000円渡していたんだけど、今は、
封筒に「給料」と書いて渡しているの。その
うちの 1000 円は毎月貯金するように伝え、
夫が一緒に銀行に付いて行って機械で貯金
してます。でも今は息子一人でできるように
なりました」と語り、生活能力の向上が観ら
れるなど『日常生活の調整』がなされていた。
また、Ｂ氏は、息子が家の仕事を手伝ってく
れていることに関して「助かっている」と表
現していた。家族間でお互いに支え合えてい
る、と実感できているようだ。トイレ掃除な
ど息子の仕事であるが、丁寧に仕事をこなせ
るわけではないそうだが、Ｂ氏は「トイレ掃
除なんてね、ちょっとこする程度でね、そん
なに綺麗にやっているわけではないのよ、で
も、よくやってくれているね、って言うよう
にしているんです。本当に助かっていますか



ら」と語った。リハビリに手ごたえを感じる
ことで、Ｂ氏は安心感を得、【生活の中に活
気を取り戻していく】感覚に繋がっているよ
うに思われる。 
 以前のＢ氏は、息子に一般企業で働くこと
を求めていたが、現在は、「人間は働かない
といけない。外に行ってね、生きていくため
には働かないといけないよね。でも、家の仕
事、っていうのもあるものね。これも仕事だ
よね」と語るようになった。息子のペースを
大切にしながら、「仕事をもつと自信が持て
るようになって、自分に安心できるんじゃな
いかなぁ、と思うんです。だから、働けるも
のなら、働かしてやりたいとは思います。今
は無理ですけど」と語り、息子にとって必要
なものなので、息子のリハビリ段階に合わせ
て獲得し、自立の方向に向かっていくことを
願っていた。 
 
C.理解ある雇い主との出会いと就労 
a.親としての期待 

Ｃ氏の息子は優秀で大学の教員から大学
院への進学を勧められたという。また、Ｃ氏
の夫は現在 70 代後半だが、大学を卒業し金
融機関に勤務をしており、Ｃ氏の実家も医業
を営んでいたことから、Ｃ氏は息子にも「ホ
ワイトカラーの職に就くものだ、というイメ
ージがあった」という。『一人前になってほ
しい』という強い思いがあった。そのため、
息子を追い詰めるような発言もあったと振
り返った。 
 
b.親の力だけではどうにもならない無力感 

Ｃ氏は、息子が病気になってから、いろい
ろなところに出向き病気に対する知識を得
た。その後、働けるようになるのは夢、理想
であると認識するようになり、「働く事を強
いたり就労に対する親の希望を言わないよ
うにし、押さえていた」と語った。もう何よ
りも息子の病状が良くなることを願い『期待
したい想いを抑える』ことをしていたという。
それは、「息子も、ホワイトカラーにつくも
の、という家の中の雰囲気にプレッシャーを
感じていて、皆に期待されて、息子の方が働
くことへの焦りを抱いていたので、無理をさ
せないようにという想いからなのです」と語
った。しかし、『期待したい想いを抑える』
ことは親にとって簡単なことではなかった。
働けないという状況を一番早く受け入れら
れたのは、「たぶん息子で次に C 氏でそして
最後に夫だった」という。 

息子も将来への夢を断念し、「自分は、こ
ういうことしかできない、このくらいできれ
ば、よしとするか、っていうふうに、自分で
納得した時期があると思うんですけど、親に
は、言いませんけど」とＣ氏は語り、【息子
なりの活動と挫折を繰り返し】、その苦痛を

乗り越え折り合いをつける生活をスタート
させた。しかし親の方は気持ちの整理ができ
ずにいた現実が語られた。 

 
c.今の息子を応援しようという想い 
Ｃ氏の息子は、障害を持っていても働くこ

とを諦めず、町工場で毎日、半日ずつ働き、
10 年が経過しようとしている。その「息子の
頑張る姿を見て、次第に夫も息子の回復を喜
ぶ気持ちがでてきたんです。夫も受け入れら
れるようになったのでしょうね」とＣ氏は語
った。 
 Ｃ氏は現在、息子の就労に関して、仕事は
してほしいが、何より急性期に陥るようなこ
とは避けたい、仕事は行ってくれたらそれは
それでいいと感じており、【親として就労よ
り生活維持を優先してほしい】という気持ち
が強いようで、子どもの健康を第一に思う親
心が表現された。【できることをしてほしい】
というささやかな希望に変わっていったと
語った。 
 

 

 図１精神障害を抱えた息子の就労に関する親の想い

 

（2）考察 
研究参加者の語りからは、一人前になって

欲しいという親心から、子どもに「働くこと」
を求め「子どもを追い詰めていた」というこ
とを振り返る語りが多く聞かれた。また、こ
の背後には「期待を持っている」故の「愛情
といらだちのアンビバレンツ」な想いが聴か
れた。家族同士がどのようなことをきっかけ
に、このような困難な状況を切り開いてきた
のかに注目して考察し、看護支援について考
える。 
 
① アンビバレンツな想いと向き合う 
すべての研究参加者は、『一人前になって

欲しい』という親心から、働くことに向き合
えない子どもに腹立たしさ・焦りを抱き【親
としての期待】を先行させて子どもを追い詰
めてきたと振り返った。多くの親がこの「愛
情といらだちのアンビバレンツ」に苦しんで
いた。しかしその後、息子は働かないのでは



なく、この病気を患い【子どもなりの活動と
挫折の繰り返し】を体験し、苦労していたこ
とが分かると、息子を責める気持ちが軽減し
ていったように思われる。息子と闘病の過程
を共にする経験を通して、親も学習し理解を
深めていったと考えられる。同時に、『病気
の理解が遅れたことへの罪悪感』が生まれ
【息子に対する申し訳なさ】から親の苦しみ
は増していったように思われる。Mona 
Wasow(2010) ４）は、「子どもの精神の病に対
処している親は、子どもの幸せに対する責任
を感じ罪悪感を強め、さらに自尊心の喪失を
ももたらす」と述べており、親にとっての苦
しみの深さが窺える。 
 
②理解と共に深まる親としての苦悩 
この苦悩のプロセスの中で、研究参加者は

皆、家族会活動などに参加し精神の病につい
て理解を深めていた。しかし、家族会の存在
が救いになる一方、この病気のことを知れば
知るほど息子の就労への希望は絶望に変わ
り、【病気の理解に伴う苦痛】から、息子を
不憫に感じ無理をさせたくないという想い
が深まっていった。多くの親は家族会への期
待が大きいだけに、一時的にはこのような想
いを経験する可能性があると思われる。継続
して家族会につながっていくためには、この
ような心境を共有し合うなどのサポートが
必要であろうと思われる。 
 
③息子の就労に関する親の気持ちの変化 
 研究参加者たちの心境は、その後、変化し
一般企業での就労を息子に期待していたＡ
氏は、「福祉就労でもできればいいかなぁ」
と考えるようになった。またＢ氏は「家の仕
事、っていうのもあるものね。これも仕事だ
よね」と語り、Ｃ氏も「10年間継続して働い
ている職場に、半日ずつ行ってくれたらそれ
でいいです。急性の症状を呈することなく」
と、【できることをしてほしい】というささ
やかな希望に変わっていったと語った。中井
（2002）５）は、精神障害者の社会復帰に関し
て「二つの面があると思う。一つは、職業の
座を獲得することであるが、もう一つは“世
に棲む”棲み方の獲得である。そして、後者
の方がより重要であり、基礎的であると私は
考える。すなわち、安定して世に棲みうるラ
イフ・スタイルの獲得が第一義的に重要であ
る」と述べており、前述のＡ氏、Ｂ氏、Ｃ氏
は闘病する息子と向き合う経験から、息子自
身が自分なりのライフスタイルを獲得する
ことで納得するという考えに変わっていっ
たことが窺える。 
 
④子どもなりの社会復帰 

精神障害者の就労の意義について、野中ら
（2003）６）は、「社会の一員であるという実

感を個々人にもたらしてくれるもののひと
つが、“就労”である。生活を成り立たせる
ためのものであり、自分自身の能力を確認す
るもの、生きがいともなり、生活のリズムを
つくり、メリハリとなるものでもある」と述
べている。社会復帰への実現に向けて「就労」
のもたらす意義が大きいことが窺える。 
また中井（2002）５）は、就労して自立する

という多数派の考えに障害者の生き方を当
てはめることが、本来の社会復帰の考え方で
はないと示唆している。しかし最初、家族は、
息子の就労に関して、マジョリティであるこ
とを求めていた。 
これらのことから、精神障害者の「働くこ

と」に関して多様な想いを抱く家族への看護
支援としては、【親としての期待】が強い時
は、マジョリティへの想いも強く、これらの
考え方は連動していた。そのため期待が外れ
たときには、喪失感や悲嘆を生じ、同時に、
親としての罪悪感を強める結果になったと
考えられる。 
これまで語られた就労への思いは想像以

上に多様であった。これらの実態を理解した
上での看護支援が必要であることが示唆さ
れた。 
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